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令和７年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議録（要旨） 

 

招集年月日 令和７年８月７日（木） 

招集の場所 すこやかセンター２階会議室２ 

開会・閉会 

の  時  間 

開会  令和７年８月７日 １４時００分 

閉会  令和７年８月７日  １５時２５分 

◎会長 

○会長職務代理 

氏    名 出欠等の別 届出の有無 

◎山下 直人 ○  

○加藤 雅子 ○  

中川 光男  ○  

 北林 公明 ○  

師岡 由美子 ○  

我妻 道生 ○  

髙橋 直樹  欠席 有 

湯浅 恵美子 ○  

 脇田 潤 ○  

 廣中 篤 ○  

会議録署名委員 山下 直人 

説明のため出席 

した者の職氏名 

国保年金課長    伊東 英朗 

国保年金課副主幹 水越 知子  

国保年金課副主査 井桁 佑輔 

 

 

職務のため出席 

した者の職氏名 
健康福祉部長   藤田 明美 

会議に附した事件 別紙のとおり 

会議の経過 別紙のとおり 
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令和７年度第２回富里市国民健康保険運営協議会会議次第 

 

日 時 令和７年８月７日（木） 

午後２時～ 

場 所 すこやかセンター２階会議室２ 

 

 

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 議題 

 

（１）会長の選出について 

 

（２）富里市国民健康保険財政運営方針の策定について 

 

４ 報告事項 

 （１）令和６年度富里市国民健康保険特別会計決算について 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

※会議冒頭に委嘱状の交付を行います。 
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次第 3 議題 

議題 （１）会長の選出について 

      （富里市国民健康保険条例施行規則第４条で「公益を代表する委員」のうちから選ぶ） 

       会長の選出 

      （委員から山下委員にお願いしたいという声あり意義は特になし） 

       会長は山下委員に決定 

       会長職務代理の選出 

      （委員から加藤委員にお願いしたいという声あり意義は特になし） 

       職務代理は加藤委員に決定 

 

 議題 （２）富里市国民健康保険財政運営方針の策定について 

事務局  資料２により説明 

・ 将来に渡って持続可能な国保運営を図るため、「保険税率改定の考え方」及び「国保財政健

全化の取組に対する方針」を明確にするため、令和７年 10月から令和 12年 3 月を対象期間

とする財政運営方針を策定する。 

・ 現状として、被保険者は毎年減少し、一方で外国人被保険者は増加している。 

・ 課題としては適正な保険税率の設定・一般会計からの法定外繰入の解消・外国人被保険者へ

の制度周知が挙げられる。 

・ 保険税率改定については、急激な負担増を避けるため、令和 8 年度から令和 10年度の 3年

間で段階的に引上げ、最終的には千葉県が示す標準保険税率に合わせる。 

・ 財政健全化の取組の主なものとして、納期を 8回から 9回に増やし、納期ごとの税額を 100

円単位に変更し、納付しやすい環境の整備を図るほか、外国人被保険者へ向けた周知として

多言語によるパンフレットを作成し、制度の周知に努める。 

・ 今後の予定として、9月 1から 9月 22 にパブリックコメントを実施し、10月 1 日から富里

市国民健康保険財政運営方針を施行します。 

 

委員  繰入金の推移の部分ですが、以前は不足分を準備基金から繰入れていたけれども、残額がな

くなったので一般会計から繰入れているということでいいですか 

事務局 令和７年度は基金の残高が不足していることから一般会計からの繰入れを行っております。

令和７年度の時点で税率改正を行っていない理由としては、運営方針を策定して被保険者の

方に丁寧な説明をした後に改正をするということで考えており、令和８年度からの改正とし

ております。令和１０年度には一般会計からの繰入れがなくなるような方針としています。 

 

次第 4 報告事項 

（１）令和６年度富里市国民健康保険特別会計決算について 

事務局  資料３により説明 

 歳入の決算額 57 億 6,867 万 778 円、歳出の決算額 56 億 9,967 万 1,756 円、差引 6,899 万

9,022 円を令和 7年度へ繰り越し 

 国民健康保険税、現年課税分収入済額 9億 7,121 万 705 円、徴収率は 90.57％、自主納付の
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促進及び徴収強化により前年度比0.01ポイント増。滞納繰越分収入済額9,147万4,585円、

徴収率 16.81％、滞納処分等により前年度比 0.9 ポイント増 

 歳入合計 57 億 6,867 万 778 円、前年度比、3億 1,647 万 3,222 円減額 

 保険給付費 39億 2,543 万 4,984 円、前年度比 1億 6,751 万 4,888 円の減額 

 国民健康保険事業費納付金、16 億 3,047 万 7,501 円、前年度比 3,944 万 399 円の減額 

 保健事業費、特定健康診査事業、3,578 万 1,273 円、前年度比 92，万 2,975 円の増、受診率

は速報値で 35.4%と前年度比 0.5 ポイント増 

 保健事業費、1,442 万 6,642 円、前年度比 626 万 1,119 円 

 歳出合計 56 億 9,967 万 1,756 円、前年度比 2億 1,642 万 7,135 円減額 

 国民健康保険特別会計準備基金、2億 8,849 万 5千円繰入れ、2,512 万 4千円積立て、令和

６年度末現在高、前年度末比 2億 6,337 万 1千円減の 3,398 万 6,412 円 

次第 5 その他 

事務局 ・次回会議の開催は、11月頃を予定 

・後日、通知を出させていただく 

 

 

    （15 時 25分） 

・・・・・・会 議 終 了・・・・・・ 


